
図面番号図面番号 図　面　名　称 図　面　名　称

伊 那 市 

自動制御設備　地階平面図（撤去・更新）

表紙・図面リスト

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

M-11

M-12

M-13

M-14

M-15

M-16

M-17

M-18

M-19

工事概要・配置図・凡例

空調設備　機器表（改修）

空調設備　配管系統図（改修）

空調設備　地階機械室詳細図-1（改修）

空調設備　地階機械室詳細図-2（改修）

空調設備　３階平面図（改修）

空調設備　４階平面図（改修）

空調設備　５階.ＰＨ階平面図（改修）

空調設備　ＰＨ階冷却塔廻り詳細図（改修）

撤去工事　機器表（既存）

撤去工事　配管系統図（既存）

撤去工事　地階機械室詳細図-1（既存）

M-20

M-21

M-22

M-23

M-24

M-25

M-26

M-27

M-28

M-29

M-30

撤去工事　地階機械室詳細図-2（既存）

撤去工事　１階平面図（既存）

撤去工事　２階平面図（既存）

撤去工事　３階平面図（既存）

撤去工事　４階平面図（既存）

撤去工事　５階.ＰＨ階平面図（既存）

撤去工事　ＰＨ階詳細図（既存）

自動制御設備　撤去・更新図（１）

自動制御設備　撤去・更新図（２）

自動制御設備　撤去・更新図（３）

自動制御設備　入出力一覧表・機器表・盤系統表

自動制御設備　１階平面図（撤去・更新）

自動制御設備　２階平面図（撤去・更新）

自動制御設備　３階平面図（撤去・更新）

自動制御設備　４階平面図（撤去・更新）

自動制御設備　５階.ＰＨ階平面図（撤去・更新）

A-01機械設備　特記仕様書

１階　仮設計画図

２階　仮設計画図

３階　仮設計画図

概略工事工程表

４階　仮設計画図

５階　仮設計画図

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

地階　平面図

３階　平面図

本庁舎空調設備改修機械設備工事

令和７年度
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３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）
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○一式

○一式
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○一式

工 事  種  目

建　物　別

屋　　外

１　提出書類等目録 ７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

10　試運転用油等（　　　　）の納品書写

項

共

一

般

通

事

４　工事施工関係書類

５　工事完成資料

６　保守管理資料

９　引渡書

●

注)完成図面の種類は、設計図面に準じて作成すること。

Ⅰ．工　事　概　要

２．建　物　概　要

１．工　事　場　所

建　物　名　称 工事種別 　構　造 　階　　数 延床面積(㎡ ) 消防法施行令
別表第一

耐震分類 備　　　考

消設

火備

給設

湯備

○
　
　
　

　
器
設
備

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ　（図示部分））

・ＨＢ－１Ａ　　・ＨＢ－１Ｂ　　・　

・標準図　施工４、５（・(a)　・ (b)　・ (c)）による。

１ 屋  内  消  火  栓  箱

２  建物導入部配管

１ 充  て  ん  容  器

２  集  　合  　装  　置

３ 転  倒  防  止  等

４  メ　  ー　  タ　  ー

５  ガス漏れ警報器

６ 引  込  負  担  金

７  電　気　防　食

・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）　

・要（・別途工事　・本工事）　・不要

・要　・不要

８ 建物導入部配管 ・標準図　施工４、５（・(a)　・ (b)　・ (c)）による。

　
厨
房
機

10 ピストンダンパー

11 弁  　　　　　　類

12 温　　 度  　　計

13 圧　　 力  　　計

復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））

取付部は図示による。

取付部は図示による。

14 瞬　間　流　量　計 コック付とし、形式及び取付部は図示による。

15 油  面  制  御  装  置 制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御

・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線

は製造者の標準仕様とする。

１ ダ　　 ク  　　ト ・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

・厨房・浴室系統の排気用ダクトの水抜き（・要　　・不要）

・厨房系統の長方形排気用ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

設

気

換

備

取付位置は図示による。２ 風  量  測  定  口

・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　・　

自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

空気調和設備の該当項目による。５ チ  ャ  ン  バ  ー

６  耐　  火  　措  　置

４ 排気ダクトのシール

３ ダ  　ン  　パ  　ー 空気調和設備の該当項目による。

１ ダ　　 ク  　　ト

２ 排  煙  口  の  形  式

３  排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

・亜鉛鉄板　・　

図示による

・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　

４ 排  煙  風  量  測  定

○
排
煙
設
備

衛

生

器

具

設

備

図示による

１ 中央監視制御装置

２ 中央監視制御装置

３ 電気計装工事の配線

　 の  構  成  ・  機  能

天井内隠蔽の配線は図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は図面に特記のない限り金属管配線とする。
制備

動設

自御

１ 大  便  器  洗  浄  弁

２  大便器ロータンク

３ 温水洗浄式便座

・バキュームブレーカー　・不凍結装置付　・低圧フラッシュバルブ（　　　　　　　　　　）

・水抜き装置付

・不凍結装置付・感知小便器一体型フラッシュ方式・個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出）

給

水

設

備

排設

水備

１ 量　　 水  　　器

２ 量　  水  　器  　桝

３ 弁  　　　　　　類

・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）

・水道事業者指定品（・貸与品　・買取り）　・標準図ＭＣ形

ＪＩＳ又はＪＶ　・水道直結部分（・１０Ｋ　・　　　）　・その他の部分（・５Ｋ　・　　　）

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋内　・65Ａ以下は1/50、 75Ａ以上は1/100以上　　屋外　・1/100以上　・　

図示の箇所に取付ける。

桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。４ ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝、ため桝

３ 満  水  試  験  継  手

２  排　  水  　勾  　配

１ 洗面器等の排水管

４ 引  込  納  付  金  等

５  給　  水  　勾  　配

６ 建物導入部配管

・要（・本工事　・別途工事）　・不要

・不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

・標準図　施工４、５（・(a)　・ (b)　・ (c)）による。

（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）

工事しゅん工後３ヶ月、12ヶ月に点検をして、その結果を書面で施設課長あて報告する。

１ しゅん工時提出物

２ 定　  期　  報　  告

ガ

ス

設

備

１ 弁　　　　　　 類

３  電　  子  　納  　品 別添「建築工事における電子納品特記仕様書(試行用)」による。

「建築設備定期検査業務基準書平成20年度版」（(財 )日本建築設備昇降機センター）の排煙風量

の検査方法に準ずる。

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表１．５．１　表４．１．１１の使用

電線類の規格による。（機器、盤類は除く）

４ 特別管理産業廃棄物

　 管   理   責   任   者

特別管理産業廃棄物の処理に当たっては、廃棄物処理法に基づき特別管理産業廃棄物管理責任者を

選任する。

そ

の

他

○

章 項　　　　　目 特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

２．特　記　仕　様

　(1)章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

１ 機  　　材　　　等

　(2)特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。

    督職員の承諾を受ける。

 　  る。ただし、製造業者等が記載されている場合は同等以上のものとする場合は、あらかじめ監

(1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用す

 　  証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出し

    監督職員の承諾を受ける。

   1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

 　 2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

 　 3)安定的な供給が可能であること。

 　 4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

 　 5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(2) 別表 -1に示す材料・機材等の製造業者等は次の1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この

 　　は、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

 　 6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあって

 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

 のとし、次の1)から 5)を満たすものとする。

なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは、発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒ

ドの発散量が極めて少ないものとは、発散量が第３種のものをいい、原則として規制対象外のも

のを使用するものとするが、該当する材料等が無い場合は第３種のものを使用するものとする。

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しない

か、発散が極めて少ないものとする。

2)保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

ものとする。

3)接着剤はフタル酸ジーｎーブチル及びフタル酸ー２ーエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可

塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散

が極めて少ないものとする。

4)塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて

少ないものとする。

5)上記 1)、 3)、 4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルム

アルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ，パーティクルボー

　 建　築　材　料　等

下記の物質を材料及び製造工程に使用されていないこと。

飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている

　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　パラジクロロベンゼン、テトラデカン、クロルピリオス、フェノブカルブ、ダイアジノン

　フタル酸ジーｎーブチル、フタル酸ジー2ーエチルヘキシル

・監督員が指示する構内の場所に敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　・構外搬出適切処理

根切中の山留め　・有（　　　　　　　）　・無

工事に先立ち手引き第２編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には廃棄物等処理報告書を

(1)引渡しを要するもの　　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作成し提出する。

(2)引渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令により適切に処理すること。

(4)再利用又は再生資源化を図るもの　（ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ､ｱｽﾌｧﾙﾄ塊 ､木くず ､金属くず､塩ビ管､　　　 ）

・設けない　・設ける

この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・本工事で負担する。

電気保安技術者を設置する。

・配管(１．２)　・冷凍空気調和機器(１．２)　・熱絶縁(１．２)　　・建築板金(１．２)

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

標準仕様書第１編１．７．４によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレ

込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫

ス線等で取付ける。

・風量調整　・水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・騒音測定

　飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

(1)機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

　・給水装置・排水装置・換気機器・空調機器・防災設備・監視制御設備・危険物貯蔵装置

　　　　　重要機器とは下記に示すものをいう。

　・火を使用する設備・避難経路上に設置する機器・　　　　　　・　　

　　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階

　　　３．上層階の定義は次による。

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

(1)設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)

(2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・ 内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　　種）

使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を作成し、

監督職員の承諾を受ける。

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

設　置　場　所

上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

地下階、一階

　に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

耐　震　安　全　性　の　分　類

・特定の施設（・甲類　・乙類） ・一般の施設（乙類）

２．０

（２．０）

〈２．０〉

（２．０）

１．５

（１．５）

〈１．５〉

１．０

（１．０）

１．５

〈１．５〉

（２．０）

１．５

〈１．５〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

〈０．６〉

０．４

（０．６）

一般機器 重要機器 一般機器重要機器

〈１．５〉 〈１．０〉 〈１．０〉 〈０．６〉

２ 使用材料発注先調書

３ 施工条件明示項目

４ 化学物質を発散する

５ ペーストシール剤

６ 電気保安技術者

８ 監  督  員  事  務  所

９  工事用電力･用水等

10 足場・さん橋類

11 資  材  の  保  管

12 建　設　発　生　土

13 埋め戻し土・盛土

14 山  　留  　養  　生

15 発   生   材   処   理

16 文  字  入  名  札  等

17 取  扱  説  明  板

18 総　 合  　調  　整

19 容  量  等  の  表  示

20 耐　 震  　措  　置

標準仕様書によるほか別表-2による。

（別表-2）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。作成方法は手引きによる。）

１ 設  計  温  湿 度

２  居  室  騒  音 限  界 下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

外　　　気
屋　　　　　　　　　内

一　般　系　統

夏　季

冬　季

温度(DB) 湿度 (RH)

℃

温度 (DB) 湿度 (RH) 温度 (DB) 温度 (DB) 湿度 (RH)

％℃

湿度(RH)

％ ℃

％℃

％ ℃

％℃

％ ℃

％℃

％

室　　　　　　　　名 Ａ　特　性　(ｄＢ ) Ｎ　　Ｃ　　値

３ 煤  煙  濃  度 計

４  ばいじん量測定口

５ 煙　　　　　　 道

６  ダ　　 ク  　　ト ・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

取付部は図示による。７ 風  量  測  定 口

８  チ  ャ  ン  バ ー

備

○

冷

暖

房

設

備

暖

房

設

備

空

気

調

和

設

復帰方式（・遠隔　・　　　　　　　　）

定格入力は、ＤＣ24Ｖ、 0.7Ａ以下とする。

９ 防煙ダ ン  パ  ー

(1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2)空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消

　 音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

 　工する。

(3)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施

伸縮継手、掃除口及びばい煙量測定口の位置は図示による。　

（別表-1）品質及び性能を有することの証明となる資料を提出する機材等

11　その他監督職員の指示によるもの又は特記によるもの

・（社）公共建築協会による「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」における評価対象となる機械設備機材等

・

・

・

・

・

・

・その他監督職員の指示によるもの

７ 技  能  士  の  適  用

公共建築工事積算基準の解説(設備工事編)の「執務並行改修」 排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

26 管  の  埋  設 表  示 図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分

   非  破  壊  検  査

27 溶　  接  　部  　の

抜取率　　　・標準仕様書による　　・　

区　　　　分

倉庫・書庫

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

屋外露出、多湿箇所 ・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

居室・廊下など

機械室

機械室

保　　　　温　　　　外　　　　装

（　　　　　　　）

   消  音  内  貼 り

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空

調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

各配管の保温厚で標準仕様書中厚30mm未満の箇所はすべて厚30mm以上とする。ただし、排水管は

除く。

・外気取入れダクトの保温要（保温厚25mm）　　・範囲は図示による　・　

・排気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・還りダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚25mm）　・範囲は図示による　・　

保温種別は下記による

　ダクト　　　　　　　　　　　・イ（・１号　・２号）　　・ロ

　冷温水、冷水、温水、蒸気管　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　機器　　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　排水管　　　　　　　　　　　・ロ　　　　　　　　　　　・　

・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

　なお仕様はｄ(ハ )とする。

　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）

・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）

・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・大便器は保温する。

・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

　給水管　　　　　　　　　　　・ハ　　　　　　　　　　　・ロ（凍結防止帯巻部分）　

　給湯管　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

・ダクトの保温外装は下表による。

　 振  動  絶  縁 効  率

検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ

下記の金属電線管は塗装を行う。

・屋外露出　　　　　・（　　　　　）の屋内露出

下記の保温を行わない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は塗装を行わない。

振 動  絶  縁  効  率基　　　　　　礎機　　　　　器

空 調  用  ポ  ン  プ  及び

ボイラー給水用ポンプ

遠 　心  　送  　風  　機 ・  標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 80％以上　・　

・ 80％以上　・　

・ 　％以上　・　

小形給水ポンプユニット

揚 水  用  ポ  ン  プ  及び

・別図による。

・倉庫　　　　・　

・配管の保温外装は下表による。（配管には、冷媒管は除く。）

28 塗  　　　　　　装

29 機器の基礎 及び

30 電　　　線　　　類

31  は　　  つ  　　り

32 保　  温  　及  　び

・ステンレス鋼板　　　　　　・保温化粧ケース

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

屋　内　露　出

屋　外　露　出

(2)新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は防凍保温を行い、厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径 32mm以上のものは40mmとする。

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、保温厚は３２に準じる。

保険等の各種措置については、別添「特記仕様書(共通事項)」による。

　（長野県公式ホームページ(電子入札システム)に掲載される、当該入札公告の添付図書）

(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。

・冷媒管の保温の外装は下表による。なお保温化粧ケースの材質は図示による。

33  防　  凍  　保  　温

34  試   　　　 　験

35　他工事との取合い

36　そ　　の　　他

検査対象　　・配管　　　・煙道　　　・　　　　　　・　

かって下り勾配とする。

給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向

吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする

する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね１回巻きと

22 吊　　 金  　　物

23 配　 管  　勾  　配

24 管　 の　  保　  護

土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。25 管　 の  　埋  　設

21 あと施工アンカー

・施工士の適用（第１種、第２種）あと施工アンカー施工士による。

確認試験は、 ・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本)を確認強度  　 kNにて行う。

※(社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格
※

・保温化粧ケース

・　　　　　　　　　　　　　・　

２　完成図（原図・製本・CADデータ）

３　設計図（原図・CADデータ）

・飲料水の水質の測定（・水質基準検査11項目 (一般細菌､大腸菌､硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素､

亜硝酸態窒素、塩化物ｲｵﾝ､有機物等(TOC)､pH､味 ､臭気 ､色度 ､濁度）　・トルエン）

２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

・根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂又は川砂）　・山砂の類

改修工事標準仕様書第２編第５章による。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１、表４．１．１１による。

標準仕様書第２編によるほか下記による。

温風乾燥機能（・有　・無）　擬音装置（・有　・無）　リモコン（・有　・無）

４ 小  便  器  洗  浄  弁

・取付箇所（・大便器　・小便器　・　　　　）材質（・陶器製　・　　　　）

・設ける（ピット内は除く）　　・設けない

・止水栓付　

１ シ　  ス  　テ  　ム

２ 機  器  の  寸  法 概略寸法とする

・ドライシステム　　・　

・標準図　施工73（・ (a)　・ (b)）による

・改修工事標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。

５ 水　　　　　　 栓

６  洗　  　面  　　器

７ 標　　 記  　　板

８ 大便器耐火カバー

加熱方式（・貯湯式　・瞬間式）　

・ 節水固定コマ（ ・ 寒冷地対応形　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

方　法　及　び　種　別 設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

空　　　調　　　方　　　式

冷　　暖　　房　　方　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

消　火　設　備　の　種　別

ガ　　ス　　の　　種　　別

・ ・ ・

・温風暖房 ・温水暖房 ・ＦＦ暖房

・

・

・局所換気 ・ ・ ・

・建物外汚水、雑排水（・分流　・合流）

・

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

５．指　定　部　分　　・無　　　　　　・有　（指定部分しゅん工期限　平成　 　年　　 月　　 日）

・液化石油ガス（発熱量 100,000 KJ/Nm ）

・都市ガス（発熱量　　　　　 　 KJ/Nm、供給事業者名：　　　　　　　　）
3

3

放流先　　　　・公共下水　　　・　

浄化槽　（・合併　・単独　）

参考図書

　 版）」（以下、「標準図」という。）による。

(2)電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記の

　 工事仕様は適用しない。

１．共　通　仕　様

(1)図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（機械設備

　　　　　　対　象　部　分：

Ⅲ．工　事　仕　様

●一式 ○一式

・空冷ヒートポンプエアコン

●
●

第　三　種

規　制　対　象　外

ホルムアルデヒドの発散量 該　当　す　る　建　築　材　料

①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

ａ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ 接着剤等不使用

ｃ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

○一式 ○一式

・建物内汚水、雑排水（・分流　・合流）

図　　　　面　　　　名　　　　称 No. 図　　　　面　　　　名　　　　称 No.

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

Ⅱ．図　面　目　録

・換気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　外壁より１ｍまで

・本工事（図示による）　・別途工事(供給者工事）

・別途（・50kg　・バルク貯槽 980ｋｇ　）

○一式

●　空　気　調　和　設　備

○　冷　 暖  　房  　設  　備

○　排　　 煙　　設 　　備

○　給　　 油　　設　　 備

○　厨　房　機　器　設　備

○　実 験  実  習  器  具  設備

○  浄　化  槽　  設   　  備

○一式

34.5

-6.4 76.0

46.0 28.0

19.0

成行

成行

・標準図　施工72による　2本組。

１５項

●長野県建築工事の手引き（以下、「手引き」という。）（令和３年版）長野県建設部施設課監修

○

○　消 　　火　　設　　 備 ○一式

○一式

○

○　暖　　 房　　設 　　備 ○一式

○

甲　類

―

―

長野県伊那市下新田 3050 番地

伊那市役所本庁舎 改　設 12,099.62ＳＲＣ　造 6F、 B1F

○　換　　 気　　設 　　備 ○一式

本庁舎

○一式

○一式

○一式

○一式

○　衛　生　器　具　設　備

○　給　 　水　　設 　　備

○　排　 　水　　設　　 備

○　給　　 湯　　設 　　備

○　ガ　　 ス　　設　 　備

●　撤　　 去　　工　　 事

・水道直結式　　　・加圧式　　　　　・高置タンク式（・上水　・雑用水）

・屋内消火栓設備 ・連結送水設備 ・連結散水設備

給水管、消火管の埋設深さは　　　　　mmとする。又、冷温水管の埋設深さは　　　　　mmとする。

○

●

○

・有り(既存 )　　・無し

○

○

○

(3)特別管理産業廃棄物　・無　　・有（ アスベスト　　配管・煙導フランジパッキン　）

●　自　動　制　御　設　備 ●一式

○一式

○一式

●一式

　 工事編）（令和７年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（

　 令和７年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和７年

Ｒ７.６

・空調機＋ファンコイル方式

一級建築士事務所登録

長 野 県 知 事 登 録

(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号
酒 井  優

一級建築士 大臣登録第344915号

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士

・設ける　　・(既設 )　

・設ける（測定口は80φとする）　・(既設 )　

　（長野県公式ホームページ(電子入札システム)に掲載される、当該入札公告の添付図書）

機械設備　特記仕様書

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 

20367
長方形



△敷地境界線

▽
敷
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駐車場

歩道

歩道

緑地

(駐輪場)

歩道

植込

既存外灯

広告塔

改修部分

本庁舎

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士 　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
一級建築士事務所登録

 [Ａ１]・ 
一級建築士 大臣登録第344915号長 野 県 知 事 登 録

酒 井  優  [Ａ３]・ 
Print out：25･06･24CAD FILE No.M-02_配置図・工事概要

〒３９６－００２６　長野県伊那市西町５８６３番地１／TEL ０２６５（７２）７２７１
(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号

Ｍ－０２Ｒ７.６
工事概要・配置図・凡例 １：４００

１：８００
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揚重機：25t又は50tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ設置(臨時)

・上記更新に伴う配管及び自動制御機器・その他付属設備の更新を行う。

・1次側熱源以外の空気調和機、ファンコイルユニット及び２次側配管は既設再使用とする。

○制約条件

・工事は施設を使用しながらの工事のため、工事範囲、工程、冷暖房の停止等、施設管理者を含めて十分な協議を要する。

・通常の使用に支障が無いように、作業時は十分な養生を行い、水難、埃の防止を図ること。

○工事概要

  既設空冷ヒートポンプエアコンの更新及び新設を行い、各室の環境の改善を図る工事である。

・はつり、アンカー施工等騒音の発生する作業は閉庁日施工とする。

・３階のエアコン改修工事は、図示の位置の天井解体以外は、天井点検口から天井内に進入し作業を進める。

・工事は火気使用厳禁ですすめること。やむを得ず溶接等が必要な場合は、十分な防火対策を行う。

・本工事は、老朽化した熱源機器の改修に伴い、冷温水発生機(Ａ重油焚)の更新並びに

記　　号 種　　別 摘　　要

凡　　例

同上　既設

同上　既設

CDS

CDS

CDR

CDR

冷却水管(往)

冷却水管(還)

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

ハウジング形管継手

ハウジング形管継手

溶接式管継手

溶接式管継手

JIS G 3452

JIS G 3452

同上　既設

CHS

CHS

CHR

CHR

冷温水管(往)

冷温水管(還)

同上　既設

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

ハウジング形管継手

ハウジング形管継手

溶接式管継手又はフランジ

溶接式管継手又はフランジ

JIS G 3452

JIS G 3452

（８０A以下はねじ接合）

（８０A以下はねじ接合）

（８０A以下はねじ接合）

（８０A以下はねじ接合）

温水管(往)

温水管(還)

HS

HR

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

JIS G 3452

JIS G 3452

溶接式管継手又はフランジ

溶接式管継手又はフランジ

（８０A以下はねじ接合）

（８０A以下はねじ接合）

同上　既設

冷媒用断熱材被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質ポリ塩化ビニル管

R

D

D

逆 止 弁

可 と う 継 手

防 振 継 手

Ｙ型ストレーナ―

仕 切 弁

FJ

バイパス付（Ｙストレーナ,ＧＶ×3）

冷　 媒　 管

ド レ ン 管

送 油 管

同上　既設

同上　既設

返 油 管

給 水 管

配管用炭素鋼鋼管（黒）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

JCDA 0009

JIS K 6741(VP)

JIS G 3452

（屋内は火無し工法継手とする）

JIS G 3452

JIS G 3452

ねじ接合

ねじ接合

ねじ接合JWWA K 116 (SGP-VB)

OS

OS

OR

OR

ＧＶ(仕切弁)、ＢＶ(バタフライ弁)

ＣＶ

電 動 弁 装 置

・既設冷温水発生機、冷却塔、ボイラー、ポンプ類、ヘッダーは全て撤去とする。

・上記設備改修に伴う天井等の撤去・復旧を行う。

・ヒートポンプ方式による受変電設備、幹線動力設備工事を行う。(別途電気工事）

・上記設備改修に伴う新設及び更新する機器の基礎設置。

揚重機：60tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ設置(臨時)
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径
　
L=
36
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00
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令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 



　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．

 [Ａ１]・ 

〒３９６－００２６　長野県伊那市西町５８６３番地１／TEL ０２６５（７２）７２７１  [Ａ３]・ 
Print out：25･06･24CAD FILE No.M-03 機器表(改修)
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記 号 機 器 名 称 形 式 設 置 場 所 仕 様
電気容量（60HZ）

台数 備 考
適 用ｋＷＶφ

備 考台数
電気容量（60HZ）

適 用ｋＷＶφ
設 置 場 所形 式機 器 名 称記 号

機 器 表

仕 様

注記

2） 電気容量、消費電力は参考値とする。

3） エアコンの寒冷地用は、外気温－２５℃まで運転可能、外気温－１５℃まで定格暖房能力維持とする。

1） 冷房・暖房能力は JIS B 8616:2015及びJRA4002:2016の条件による。

200３ １

（室外ユニット）

冷房(定格)

暖房(定格)

圧縮機

ﾌｧﾝ電動機

ﾋﾞﾙ用マルチエアコン 屋　上 冷房能力：

暖房能力：

付 属 品： 防振架台、防雪フード(吹出口用)、アクティブフィルター

暖房低温

200 ２冷房(定格)

暖房(定格)

１ﾋﾞﾙ用マルチエアコン

（室内ユニット）

ﾌｧﾝ電動機付 属 品：

冷房能力：

暖房能力：

ぺりメーター用床置形 定格 ２.８kW 

定格 ３.２kW 

200１ﾋﾞﾙ用マルチエアコン

（室内ユニット）

ﾌｧﾝ電動機

暖房(定格)

冷房(定格)冷房能力：

暖房能力：

定格 ４.５kW 

付 属 品：

ぺりメーター用床置形 4F 市長室

200１ﾋﾞﾙ用マルチエアコン

（室内ユニット）

冷房(定格)

暖房(定格)

ﾌｧﾝ電動機

２冷房能力：

暖房能力：

付 属 品：

ぺりメーター用床置形 定格 ７.１kW 

定格 ８.０kW 

空冷ヒートポンフ゜

パッケージエアコン

冷房能力：

暖房能力： 定格 ５.６kW （１.４～７.３） 

冷暖切替標準シングル

天井カセット形(4方向)

ＡＰＦ(2015)：６.５

定格 ５.０kW （１.８～５.６） 200 1.25 kW

1.31 kW

冷房(定格)

暖房(定格)

１

付 属 品：

0.05 kW

0.05 kW

0.02 kW

２0.07 kW

0.07 kW

0.035 kW

0.12 kW

0.12 kW

0.045 kW

３

200３ １屋　上 冷房能力：

暖房能力：

寒冷地向け冷暖切替

注記

インバーター

（埋込形ﾛｰﾎﾞｰｲﾀｲﾌﾟ）

（埋込形ﾛｰﾎﾞｰｲﾀｲﾌﾟ）

【市長室系統】

（埋込形ﾛｰﾎﾞｰｲﾀｲﾌﾟ）

防振吊金具、防振架台

1.20 kW 圧縮機

ﾌｧﾝ電動機

ﾌｧﾝ電動機

内0.05 kW

外0.04 kW

PFFY-P28LRMG9

PFFY-P45LRMG9

PFFY-P71LRMG9

4F 副市長室

4F 庁議室

ワイヤードリモコン

ワイヤードリモコン

ワイヤードリモコン

5F ＰＢＸ室

ワイヤードリモコン, 集中用アダプター

エアコン

設備用パッケージ

冷　　媒： R410A

冷　　媒： R32

定格 ２５.０kw（最大２８.０kW ）

定格 ２８.０kW（最大３１.５kW） 

冷　房

暖　房

付 属 品： 防振架台、防雪フード(吹出口用)、アクティブフィルター

冷　　媒： R410A

圧縮機

0.46 kW ﾌｧﾝ電動機

200

ﾌｧﾝ電動機

冷房能力：

暖房能力：

床置ダクト形 １３

付 属 品：

風　　量： ９０ｍ3/min 機外静圧：２１０Pa（静圧変更）

ワイヤードリモコン、防振架台、加湿器

（室内ユニット）

設備用パッケージ

エアコン

2F 議場上部 冷　房

暖　房

後吸込ダクトフランジ、外気取入フランジ

定格 ２５.０kw（最大２８.０kW ）

定格 ２８.０kW（最大３１.５kW） 

３ 200 ２L-S油焚

二重効用吸収式

冷温水発生機 地階　機械室 冷房能力：

暖房能力：

機内損失：

冷却水量：

２冷却塔 角形開放式

超低騒音型

（二重効用吸収式

冷温水機用)

屋　上 冷却能力：

冷却水量： 外気 WB27.0℃

３ 200 5.5 L-S

38％省エネ型

燃料消費量：

機内損失： ６.１ mAq

冷水流量：

温水流量：

５２８ KW

４８４ KW

（１５０ USRT）

（416,240 kcal/h）

<公共建築工事標準仕様>

<グリーン購入法適合品>

搬入質量 5.4 t

３９.２ L/h（冷房） ４９.７ L/h（暖房）（特Ａ重油）

９２４.４ kW

付 属 品：

耐　　震: １.０Ｇ

２.０Ｇ

付 属 品：

・内部配管型

防振装置<公共建築工事標準仕様>

1） 冷温水発生機の性能公差は JIS B 8622:2016による。

2） 電気容量、消費電力は参考値とする。

3） 電動機出力が0.75kW以上の電動機は、JIS C 4213（低圧三相かご形誘導電動機-低圧トップランナーモータ）による。

Ｒ７.６

ＲＢ-N1

　　-N2

ＣＴ-N1

　　-N2

ＰＡＣ-N2

ＰＡＣ-N2-1

ＰＡＣ-N2-2

ＰＡＣ-N2-3

ＰＡＣ-N3

ＰＡＣ-N4

ＰＡＣ-N4-1

ＣＴＦ-N1

　　　-N2

冷却水水処理装置

200３

付属品：

地階　機械室 能　力： ２冷却水ポンプ 片吸込渦巻ポンプ １２５×１００×２,５００L/min×３０mH －Δ

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎利用

200３渦巻式ポンプ 能　力：

付属品：

冷温水２次側ポンプ 地階　機械室 ３22.0１００×８０×１３００L/min×４５mH

標準付属品

防振架台、圧力計（S.R）、パイプサイレンサー100A×2

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御

200３

付属品：

冷温水１次側ポンプ 地階　機械室 能　力： ２7.5片吸込渦巻ポンプ １２５×１００×１,５２０L/min×１５mH －Δ

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎利用

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎利用

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(往)

最高使用圧力： 架台　１３００H

３５０φ×２３９５L

１０.０ kg/cm2

寸　　法：

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(往)

最高使用圧力： 架台　１３００H

３５０φ×２６４５L

１０.０ kg/cm2

寸　　法：

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(還)

最高使用圧力： 架台　１３００H

３５０φ×１８０５L

１０.０ kg/cm2

寸　　法：

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(還)

最高使用圧力： 架台　１３００H

３５０φ×２６５５L

１０.０ kg/cm2

寸　　法： １

１

１

１

ＰＣＨ-N11

　　　-N12

　　　-N13

防振架台、圧力計（S.R）、パイプサイレンサー125A×2

標準付属品

防振架台、圧力計（S.R）、パイプサイレンサー125A×2

標準付属品

－Δ

ＰＣＤ-N1

　　　-N2

ＰＣＨ-N1

　　　-N2

ＨＣＨ-N1

ＨＣＨＲ-N2

ＨＣＨＲ-N1

ＨＣＨ-N2

断　　 熱：

架　　 台：

寸　   法：

ウレタン ３０ t  　アルミラッキング仕上

平型（Znメッキ）

１０００ × １０００ × １０００H

１０００ L     有効容量：７００ Lタンク容量：ＰＨ階　

　　パネル式

ＳＵＳ ４４４製膨張タンクＴＥ-１ (１)

（既設利用）

２ 既設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎利用屋　上

100１ 消費電力

薬液注入ユニット

タ ン ク：

型　　式：

薬　　液：

耐　　震：

送 風 機：

ポ ン プ：

防食、防スケール、殺藻

１００ L

３０ mL/min １.０ MPa

付 属 品：

20 W

ta屋外設置制御盤、自動ブロー装置、他標準付属品

２,５００ L/min

１,５１２ L/min  （7℃－12℃）

１,５１２ L/min  （60℃－55.4℃）

（ 32℃－37.2℃）

２,５００ L/min （ 37.3℃－32.0℃）

一級建築士事務所登録

長 野 県 知 事 登 録

(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号
酒 井  優

一級建築士 大臣登録第344915号

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎打増し(建築工事)

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎利用

参考寸法 3,430ｘ2,070ｘ3,230H

参考製品重量 1,280kgφ１８００

同等品

同等品栗田工業NY-30E-C-T

100×80FS4K622E

125×100FS4J67.5E 同等品

22.0

125×100FS4K622AE 同等品

（ベルトレス）

高性能フィルター

遠方表示キット、遠保操作キット

200３ １

（室外ユニット）

冷房(定格)

暖房(定格)

圧縮機

ﾌｧﾝ電動機

200 ２冷房(定格)

暖房(定格)

１ﾋﾞﾙ用マルチエアコン 天井カセット形(4方向)

（室内ユニット）

ﾌｧﾝ電動機

ﾋﾞﾙ用マルチエアコン

付 属 品：

冷房能力：

暖房能力：

冷房能力：

暖房能力：

付 属 品： 防振架台、防雪フード(吹出口用)、アクティブフィルター

暖房低温

ﾋﾞﾙ用マルチエアコン

（室内ユニット）

ﾌｧﾝ電動機

暖房(定格)

冷房(定格)天井カセット形(4方向)

定格 ４０.０kW 

定格 ４５.０kW 

ＡＰＦ(2015)：４.８

11.56 kW

16.29 kW

3.72+5.36

0.35+0.35

0.05 kW

0.05 kW

インバーター

寒冷地向け冷暖切替

3F 302会議室

3F 304会議室

3F 305会議室

3F 303会議室

200１

付 属 品：

冷房能力：

暖房能力：

0.05 kW

0.05 kW

0.120 kW

３

暖房低温能力： ４２.７kW 

12.15 kW

冷　　媒： R410A

PLFY-EMP71HM

PLFY-EMP90HM

定格 ７.１kW 

定格 ８.０kW 

ワイヤードリモコン, 人感センサーパネル，防振吊金具

ワイヤードリモコン, 人感センサーパネル，防振吊金具

0.050 kW

定格 ９.０kW 

定格１０.０kW 

ＰＡＣ-N6

ＰＡＣ-N6-1

ＰＡＣ-N6-2

PUHV-HP280DMJ

PFAV-XP280DMJ

PH2F（西側）

インバーター

寒冷地向け冷暖切替

ＡＰＦ(2015)：３.４ 6.18 kW

PH2F（冷却塔置場）

【5F PBX室系統】

【議場系統】

【3F 会議室系統】

4） 冷媒はオゾン破壊係数０のものとする。（Ｒ３２を優先とする）

PUHY-HP280SDMG9定格 ２８.０kW 

定格 ３１.５kW 

暖房低温能力： ３０.０kW 

ＡＰＦ(2015)：４.８

9.49 kW

8.77 kW

13.0 kW

7.75 kW

0.46 kW

PLZ-ERMP56H5

10.4 kW

10.1 kW

2.73 kW

2.73 kW

3.4 kW

PUHY-HP400SDMG9

空調設備　機器表（改修）

油流量計、煙導ダンパー、他標準付属品共

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

同等品

５.８ mAq　（５５.９ｋPa）

4.86

防震パット、遠隔操作・監視盤、全自動抽気ポンプ

５分割搬入 2.7t

川重冷熱　NET-150BN6A 同等品

定格 ５.０kW 

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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長 野 県 知 事 登 録

(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号
酒 井  優

一級建築士 大臣登録第344915号

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士
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 ◆ 防火区画貫通箇所を示す。（認定耐火工法とする）
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空調設備　地階機械室詳細図-1（改修）
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PCD-N1,N2  冷却水ポンプ　×2台

1
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パイプサイレンサー 125

圧力計(100φ,ﾎﾞｰﾙｺｯｸ共)

連成計(100φ,ﾎﾞｰﾙｺｯｸ共)

2パイプサイレンサー 125

圧力計(100φ,ﾎﾞｰﾙｺｯｸ共)

連成計(100φ,ﾎﾞｰﾙｺｯｸ共)

GV 20（水抜き）
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パイプサイレンサー 100 2
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×2冷却水
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FJ 200 (合成ゴム) 2
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瞬間流量計 1

GV 20（水抜き）

1GV 20（水抜き）

2FJ 150 (合成ゴム)
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圧力計

3

3

ドレン 1

ドレン 1

BV 80 2

BV 100 1

BV 150 2

1BV 200

7

7

瞬間流量計 6

機械室

廊下

水源監視室

瞬間流量計

GV 40（水抜き）

GV 40（水抜き）

GV 40（水抜き）

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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空調設備　地階機械室詳細図-2（改修）
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令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 



Y12

Y7

X5

X7'

X9 X10 X11 X12 X13 X14X8X7X6X4X3X2 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22X1

Y12

Y10

Y9

Y6

Y4

Y3

Y1

Y2

Y5

Y11

Y8

Y7

X10 X14X9 X11 X12 X13X6' X15' X16' X17'

4
5
,
00
0

1
8,
7
0
0

9
,
0
00

1
7
,
30
0

7
,
3
50

4
,
00
0

7
,
35
0

1
,
20
0

5
,
30
0

9
,
6
00

1
,
2
00

126,000

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

58,000

1,5005,4007,1006,0006,0006,0006,0006,0007,1005,4001,500

4
,
00
0

4
,
00
0

Y10'

2,
3
5
0

Y9'

2,
3
5
0

6
,
00
0

X8'

湯沸室

更衣室

機械室

倉庫

EV

便所

便所

通路

通路

屋外機置場機械室

機械室

教育長室

事務室

事務室

議場上部

ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ

#001 #002

#003

階段室(1)

通路(1)

通路(2)

通路(3)

通路(4)

トップライト

階段室(4)

PS

PS

PS

PS

EVﾎｰﾙ

(3-1)

EVﾎｰﾙ

録音室

階段室(2)

(3-2)

会議室(301)

機械室

廊下

会議室
(304)

(305)
会議室

待合

会議室(303)
会議室(302)

PS
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冷媒管サイズ表

記　号 液　管 ガス管
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E

φ 6.35

φ 9.52
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φ 9.52

φ 15.88

φ 19.05

F

G

φ 12.70

φ 22.22

φ 15.88 φ 28.58
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φ 25.40

φ 22.22

A

空調機リモコン

冷 　 媒 　 管

ド レ ン 管

ＥＭ-ＣＥＥＳ １.２５ロ－２Ｃ

名　称

冷媒用断熱材被覆銅管

各スイッチ側に２個用スイッチボックスを設ける。

硬質ポリ塩化ビニル管

JCDA 0009

JIS K 6741(VP)

立上り部　MMA

仕　　様 備　　考

D

R

シンボル・記号

凡例

RS

注記

1. 屋外機～屋内機の渡り配線は冷媒管共巻とする。

2. 既設配管撤去後の開口は極力利用とし、不要な開口は穴埋めを行う。

3. コア抜き箇所は磁気鉄筋探査及び穴あけ補修を含むものとする。

5. 屋外露出部の冷媒管の保温外装は、ＳＵＳラッキング仕上げとする。

4. ◆　防火区画貫通箇所を示す。（認定耐火工法とする）

　（マルチ：EM-CEES1.25□-2C.　ペア：EM-CE2.0□-3C）
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既設ダクト取外し改修共

既設ドレン管に接続

GE

壁コア抜き125φ×2

◆ ◆

6. 天井取外し、復旧は建築工事とする。

E

E

空調設備　３階平面図（改修）

R R RR

A A A A

R

B
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B

既設ドレン管に接続

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士 　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
一級建築士事務所登録
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１：４００(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号

2-2
×2 × 2

×2

PAC PAC

PAC

45 45

2-1

2-3

28 28

71 71

冷媒管サイズ表

記　号 液　管 ガス管

B

C

D

E

φ 6.35

φ 9.52

φ 9.52

φ 9.52

φ 15.88

φ 19.05

F

G

φ 12.70

φ 22.22

φ 15.88 φ 28.58

φ 12.70

φ 12.70

φ 25.40

φ 22.22

A

空調機リモコン

冷 　 媒 　 管

ド レ ン 管

ＥＭ-ＣＥＥＳ １.２５ロ－２Ｃ

名　称

冷媒用断熱材被覆銅管

各スイッチ側に２個用スイッチボックスを設ける。

硬質ポリ塩化ビニル管

JCDA 0009

JIS K 6741(VP)

立上り部　MMA

仕　　様 備　　考

D

R

シンボル・記号

凡例

RS

注記

1. 屋外機～屋内機の渡り配線は冷媒管共巻とする。

2. 既設配管撤去後の開口は極力利用とし、不要な開口は穴埋めを行う。

3. コア抜き箇所は磁気鉄筋探査及び穴あけ補修を含むものとする。

5. ドレン管は既設使用とする。

4. ◆　防火区画貫通箇所を示す。（認定耐火工法とする）

Ｍ-０８Ｒ７.６

　（マルチ：EM-CEES1.25□-2C.　ペア：EM-CE2.0□-3C）

R

B

R

B

R R RR

A A A A

既設ダクト接続共 既設ダクト接続共

既設ダクト接続共

◆
◆

R R

R R

床コア抜き125φ×2ヶ所

GE

GE

空調設備　４階平面図（改修）

◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士 　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
一級建築士事務所登録
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PAC
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PAC
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既設開口利用
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既設貫通孔利用
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EG
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冷媒管サイズ表

記　号 液　管 ガス管

B

C

D

E

φ 6.35

φ 9.52

φ 9.52

φ 9.52

φ 15.88

φ 19.05

F

G

φ 12.70

φ 22.22

φ 15.88 φ 28.58

φ 12.70

φ 12.70

φ 25.40

φ 22.22

A

空調機リモコン

冷 　 媒 　 管

ド レ ン 管

ＥＭ-ＣＥＥＳ １.２５ロ－２Ｃ

名　称

冷媒用断熱材被覆銅管

各スイッチ側に２個用スイッチボックスを設ける。

硬質ポリ塩化ビニル管

JCDA 0009

JIS K 6741(VP)

立上り部　MMA

仕　　様 備　　考

D

R

シンボル・記号

凡例

RS

3. コア抜き箇所は磁気鉄筋探査及び穴あけ補修を含むものとする。

2. 既設配管撤去後の開口は極力利用とし、不要な開口は穴埋めを行う。

1. 屋外機～屋内機の渡り配線は冷媒管共巻とする。

注記

5. 屋外露出部の冷媒管の保温外装は、ＳＵＳラッキング仕上げとする。

4. ◆ 防火区画貫通箇所を示す。（認定耐火工法とする）

　（マルチ：EM-CEES1.25□-2C.　ペア：EM-CE2.0□-3C）

R R

GE

床コア抜き125φ×2ヶ所

◆
◆

R R

GE

床コア抜き125φ×2ヶ所

◆
◆

R R

GE

R

PHR FL

防振架台

Ｈ-150×150×7×10　亜鉛メッキ処理【新設】

既設コンクリート基礎

接着系あと施工アンカー：Ｍ－16【新設】

Ｈ-150×150×7×10　亜鉛メッキ処理【新設】

空調屋外機　鉄骨架台詳細図　S＝1/20

防雪フード

280

詳細図（M-10）参照

空調設備　５階.ＰＨ階平面図（改修）

C

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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既設配管接続

既設配管接続

既設コンクリート基礎

既設コンクリート基礎

既存基礎

冷却塔架台詳細図

CT
N2

既存基礎

冷却塔

防振装置（機器付属品）

BV 200 2

×2冷却水

2

CT-N1,N2  冷却塔　×2台

FJ 200 (合成ゴム) 2

1

GV32

電動弁20A

FJ 32 (合成ゴム)

給　水

ドレン

1

1GV50

GV20（薬柱用）

注記

H鋼 200ｘ200ｘ8ｘ12

H鋼 200ｘ200ｘ8ｘ12

H鋼 200ｘ200ｘ8ｘ12

C
D
R

CDR

空調設備　ＰＨ階冷却塔廻り詳細図（改修）

屋上開放

屋上開放

2. 破線は既設機器及び既設配管を示す。

　 巻とする。

1. 屋外露出の給水管及び膨張管は凍結防止帯（自己制御型・サーモスタット・表示等付）

3GV20(水抜き用）

GV40

GV20(水抜き用）

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 



風    量：

室内機 天井カセット　４方向　ドレンアップメカ付

冷房能力：

暖房能力：

５,０００ kcal/h

５,６００ kcal/h

１ 200

送風機

ヒーター

１

1.60 kW

0.02 kW

B1F 水源監視室

天井カセット　４方向　ドレンアップメカ付

　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
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記 号 機 器 名 称 形 式 設 置 場 所 仕 様
電気容量（60HZ）

台数 備 考
適 用ｋＷＶφ

備 考台数
電気容量（60HZ）

適 用ｋＷＶφ
設 置 場 所形 式機 器 名 称記 号

機 器 表

仕 様

注記

３ 200

撤去機器を示す。

　　-２

ＲＢ-１ 冷温水発生機 油焚

二重効用吸収式

26％省エネ型

冷房能力：

暖房能力：

機内損失：

冷却水量：

１５０ USRT 7.8

５.４ mAq

2500 L/min （ 32℃－37.3℃）

温水量：1520L/min（60℃－55.4℃）

冷水量：1520L/min（7℃－12℃）

416,000 kcal/h

機内損失： ６.１ mAq

燃料消費量：４９.２ L/h （特Ａ重油）

付 属 品： 防震パット、遠隔操作・監視盤、

他標準付属品共

２地階　機械室

製品重量 5,600kg

外形寸法 3,644ｘ1,485ｘ2,184H

遠隔操作アダプター、油流量計、煙導ダンパー

川重冷熱　OLB-150A形L-S ＰＡＣ-１ 室外機空冷ヒートポンフ゜

　　マルチエアコン

屋　上 インバーター方式

暖房能力：

冷房能力： １４,０００ kcal/h

１５,７００ kcal/h

圧縮機

送風機

３ 200

4.20 kW

0.135kW

１

室内機

室内機

天井カセット　４方向　ドレンアップメカ付

天井カセット　４方向　ドレンアップメカ付

1F 宿直室

1F 日直室

１屋　上ＰＡＣ-２ 空冷ヒートポンフ゜

　　マルチエアコン

室内機

室内機 1F 守衛室 天井カセット　４方向　ドレンアップメカ付

冷房能力：

暖房能力：

冷房能力：

暖房能力：

冷房能力：

暖房能力：

５,０００ kcal/h

５,６００ kcal/h

４,０００ kcal/h

４,５００ kcal/h

３,１５０ kcal/h

３,５５０ kcal/h

１ 200

１ 200

１ 200

ヒーター

送風機

ヒーター

送風機

ヒーター

送風機

１

１

１

1.60 kW

0.02 kW

1.40 kW

0.01 kW

1.40 kW

0.01 kW

インバーター方式

暖房能力：

冷房能力： 圧縮機

送風機

３ 200

冷房能力：

暖房能力：

１ 200

室外機

２０,０００ kcal/h

２２,４００ kcal/h

4F 市長室

4F 庁議室

床置き　隠蔽

４,０００ kcal/h

４,５００ kcal/h

5.55 kW

+0.08

0.055+0.065

防振架台付き

防振架台付き

床置き　隠蔽室内機

冷房能力：

床置き　隠蔽4F 副市長室室内機

暖房能力：

冷房能力：

暖房能力：

６,３００ kcal/h

７,１００ kcal/h

２,５００ kcal/h

２,８００ kcal/h

送風機0.035 kW

0.045 kW

１ 200

送風機

送風機0.020 kW

ＰＡＣ-３ 空冷冷専エアコン

冷房能力： ３,５５０ kcal/h

２

２

２

１圧縮機1.2 kW

0.065 kW

0.03 kW

送風機(外)

送風機(内)

１ 200

東芝 MMY-MAP2803HR 室外機重量 260kg

冷媒 R410A×11.8Kg

三菱 PUSY-P140M-E1 室外機重量 122kg

冷媒 R410A×5.5Kg

室外機寸法 1350H×950×330

室外機寸法 1800H×990×750

5F ＰＢＸ室三菱 MPLZ-RP50SBN

床置ダクト形ＰＡＣ-４ ３ 200 １

パッケージエアコン

空冷ヒートポンフ゜ 3F 議場上部

暖房能力：

冷房能力：

圧縮機

1.5 kW

0.55 kW

送風機(内)

送風機(外)

空冷ヒートポンフ゜

　　マルチエアコン

ＰＡＣ-５ 室外機 １屋　上 インバーター方式

暖房能力：

冷房能力： 圧縮機

送風機

３ 200 防振架台付き

２５,０００ kcal/h

２８,０００ kcal/h

3.75kW×2

0.36 kW

三菱 PAH-10DC-H

２５,０００ kcal/h

２７,０００ kcal/h

５,４００ ｍ3/h 機外静圧：２１ mmAq

7.5 kW 室外機重量 100kg

室内機重量 305kg

室内機寸法 1870H×1510×605

室外機寸法 1439H×1020×1075

冷媒 R22×10Kg

室外機重量 43kg

室外機寸法 600H×800×300

室内機寸法 258H×840×840

室内機重量 28kg

東芝 MML-AP453BH

東芝 MML-AP713BH

東芝 MML-AP283BH

室内機重量 29kg

室内機寸法 600H×1045×220

室内機重量 29kg

室内機寸法 600H×1045×220

室内機重量 21kg

室内機寸法 600H×745×220

（残置）

（残置）

（残置）

（残置）
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　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士

ＣＴ-１

　　-２

２冷却塔 角形開放式

超低騒音型

（二重効用吸収式

冷温水機用)

屋　上 冷却能力：

冷却水量：

送風機

防振架台

１５０ CT （ 内部配管型）

2500 L/min （ 37.3℃－32.0℃） 外気 WB27.0℃

３ 200 5.5

製品重量 1,230kg

外形寸法 3,330ｘ2,670ｘ3,690HL-S

熱交換器：SUS製配管口径：

燃　　料：

温水流量：

ＢＨ-１ 真空式 鋼板製

暖房用 1回路

入口、出口　50A

缶体出力：地階　機械室温水ヒーター ３ 200 １４００,０００ Kcal/H

６７０ L/min（55℃ - 65℃）

特Ａ重油　燃料消費量：５０.７ L/h Hi-Low-OFF運転

1.58

1.00

他標準付属品共

感震器、防震パット、遠隔操作・監視盤、煙導ダンパー付属品：

バーナモータ：

オイルヒータ：

外形寸法 1,016ｘ1,765ｘ1,674H

製品重量 1,800kg

昭和鉄工　SV-400AM-H

L-S

L-S

最高使用圧力：５０ mH2O

Φ２９６煙突口径：

伝熱面積：８.８ ｍ2

kg

　　　-２

ＣＴＦ-１ 冷却水水処理装置 ２１ 100屋　上薬液注入ユニット

200３

付属品：

冷温水１次側ポンプ 地階　機械室 能　力： ２

200３

付属品：

地階　機械室 能　力： ２ＰＣＤ-１

　　　-２

冷却水ポンプ 片吸込渦巻ポンプ

ＰＣＨ-１

　　　-２

１２５×１００×２,５００L/min×３０mH 18.5

7.5

スプリング防振架台

スプリング防振架台

ＰＨ-１ 温水ポンプ 地階　機械室 能　力：

付属品：

３ 200 １

スプリング防振架台

200３能　力：

付属品：

冷温水２次側ポンプ 地階　機械室 ３22.0ＰＣＨ-１１

　　　-１２

　　　-１３

スプリング防振架台

片吸込渦巻ポンプ

片吸込渦巻ポンプ

片吸込渦巻ポンプ

１２５×１００×１,５２０L/min×１５mH

６５×５０×６７０L/min×１５mH 3.7

１２５×１００×１３００L/min×４５mH

－Δ

－Δ

－Δ

本体重量 250kg

本体重量 155kg

本体重量 71kg

本体重量 295kg

架台重量 350kg

架台重量 350kg

架台重量 180kg

架台重量 85kg

L-S

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(往) 寸　法：

最高使用圧力： 架台　１３００H

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(往) 寸　法：

最高使用圧力： 架台　１３００H

ＨＣＨ-１

ＨＣＨ-２

３５０φ×２３９５L

１０.０ kg/cm2

３５０φ×２６４５L

１０.０ kg/cm2

１

１

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(還) 寸　法：

最高使用圧力： 架台　１３００H

地階　機械室ＳＧＰ製冷温水ヘッダー(還) 寸　法：

最高使用圧力： 架台　１３００H

ＨＣＨＲ-２

ＨＣＨＲ-１ ３５０φ×１８０５L

１０.０ kg/cm2

３５０φ×２６５５L

１０.０ kg/cm2

１

１

ＴＥ-１ 膨張タンク ＳＵＳ ４４４製

パネル式

タンク容量：１０００ L 有効容量：７００ L

寸　法： １０００×１０００×１０００H

架　台： 平型（Znメッキ）

ウレタン ３０ t  　アルミラッキング仕上断　　 熱：

ＰＨ階 (１)

（既設利用）

地階　機械室 （現地保温ラッキング仕上げ） １ＴＯＳ-１

タンク

オイルサービス 角型鋼板製 実 容 量： ０.３ m3

寸    法： ６００×６５０×８５０H

板　　厚：

架　　台： １５００H

天板 ３.２㎜　側板 ４.５㎜　底板 ４.５㎜

ＰＯＧ-１ １L-S３ 200 0.4送油ポンプ オイルギアポンプ 地階　機械室 能　力： １５×１５L/min×３㎏／㎝2

ＰＯＧ-２ １L-S３ 0.4200オイルギアポンプ 地階　機械室 能　力： １５×１５L/min×３㎏／㎝2返油ポンプ

タ ン ク：

薬　　液： 防食、防スケール、殺藻

１００ L

付 属 品： ta屋外設置制御盤、自動ブロー装置、他標準付属品

ポ ン プ：

（既設利用）

（既設利用）

（既設利用）

Ｍ－１１
撤去工事　機器表（既存）

概略重量 475kg

概略重量 490kg

概略重量 400kg

概略重量 490kg

概略重量 300kg

付 属 品：

付 属 品：

室内機 1F 食堂 １ 200 ４

送風機

ヒーター1.5 kW

0.16 kW

天井埋込ダクト型　ドレンアップメカ付

冷房能力：

暖房能力：

６,３００ kcal/h

７,１００ kcal/h

風    量： １,０８０ ｍ3/h

1F 食堂室内機 天井カセット　２方向　ドレンアップメカ付

冷房能力：

暖房能力：

２,５００ kcal/h

２,８００ kcal/h

１ 200 １

送風機0.04 kW

（残置）

（残置）

室外機防振架台

室外機防振架台、室内機防振架台

付 属 品： 室外機防振架台

付 属 品： 室外機防振架台

冷媒 R410A×1.7Kg

冷媒 R22×10Kg

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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撤去工事　配管系統図（既存）
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１
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２
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２

600ｘ350
400φ

600ｘ350

650ｘ400 SS製 3.2ｔ 650ｘ550

：既存撤去部分を示す。

〔事前調査〕

〔準備工事〕

（１）作業フロー

〔除去作業〕

（第５章表５－１、５－３）

〔石綿処理〕

解体工事特記事項

〔清　掃〕

〔作業記録〕

（２）除去工法

フランジ前後１００ｍｍ程度の部分で切断

石綿含有パッキン

※ダクトパッキン（給排気ダクト・煙道）石綿含有パッキン除去特記事項　

①看板の表示・作業員休憩所の確保

③次項の除去方法による

④プラスチック袋詰め又はプラスチックシート厚さ０．１５ｍｍのもので包む（二重）

⑤仕上げ清掃・・・レベル３に対応する呼吸器用保護具、

・・・保護衣・レベル２に対応する呼吸用保護具の着用

②養生・足場組立（脚立、可搬作業台、単管足場、ローリングタワー）

・工事計画　・要領書の作成

・建築物解体等作業届（作業開始前まで）（第４章１参照）

・資材の準備

・事前の清掃

・更衣設備、洗面設備、真空掃除機の用意

（ＨＥＰＡ　フィルター付真空掃除機）

　可能性のある場合はレベル２に対応する呼吸用保護具

　の着用 （第５章表５－１））

保護衣の着用 （第５章表５－１、５－３）

・（ＨＥＰＡ　フィルター付真空掃除機）

保存期間３０年

られた石綿含有保温材そのものの除去作業を行っているものではないが、建築物等から石綿含有保温材等が取り除

かれることから、石綿則第５条における「除去」に該当することになる　（平成１７年４月２７日基安化発第０４２７００１号）

「建築物の解体等工事における石綿粉じんへのばく露防止マニュアル」（建設業労働災害防止協会）参照

配管フランジパッキン・煙道パッキンの除去（石綿含有保温材のない部分で切断し、梱包の上搬出する。この方法は、張り付け
配管フランジパッキン

煙道パッキンの除去

（配管フランジパッキン・煙道パッキンに触れない作業の場合は、レベル３、触れる

・特別管理産業廃棄物として搬出・処分

煙道パッキンの事例

アスベスト含有材（ダクトパッキン）撤去参考数量

ダクトフランジ

数量サ　イ　ズ

ダクトフランジ

煙道

４００φ

４

２

６００×３５０

配管フランジの事例

使用機器及び材料　　ケレン棒、カッター、エアレススプレイヤー、ＨＥＰＡフィルター付真空掃除機

②　直管個所を石綿部に触れない位置で切断する。

①　配管フランジの石綿部を飛散防止の為、養生する。

③　切断したフランジ部をポリエチレン袋で二重に梱包し、密封した上で石綿の表示をする。

④　フランジ等を特管産廃として搬出・処分する。

☆　煙道パッキンについても同様とする。

１：５０

１：１００

フランジ前後１００ｍｍ程度の部分で切断

石綿含有パッキン
バタフライ弁等 フランジ前後１００ｍｍ程度の部分で切断

Ｍ－１３
撤去工事　地階機械室詳細図-１（既存）

FJ

機械室 水源監視室

煙突

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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１：２００

１：４００(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号

機械室

機械室

高層棟屋上

PSPS

PS

PS

PS

ＥＶ機械室

ホワイエ

倉庫
便所

便所更衣室便所

湯沸室

便所

機械室

廊下

湯沸

倉庫

ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ

EVﾎｰﾙ

(5-2)

厚生室

休憩室

男子

休憩室

女子

放送室

#001 #002

#003
通路(2)

通路(1) 通路(3)

通路(4)

階段室(1) 階段室(2)

PSPS

PS

PS

PS

EVﾎｰﾙ
(5-1)

印刷室浄書室

電話
交換室

会議室(502) 会議室(501)

会議室(503)労働組合書記局

会議室(503)

会議室(504)

ＰＨ屋上

PAC

PAC
上水高置水槽

雑用水高置水槽

R R

１
CT

CT
２

PAC
３

２

１

R

R

R

50

R
R

PAC
３

：既存機器撤去部分を示す。

：既存配管撤去部分を示す。

E

E B

B

R

R R

E

R R

E B

R R

E B

R R

E B

A

A

A

A

E B

冷媒管サイズ表

記　号 液　管 ガス管

B

C

D

E

φ 6.35

φ 9.52

φ 9.52

φ 9.52

φ 15.88

φ 19.05

F

φ 12.70

φ 22.22

φ 12.70

φ 25.40

φ 22.22

A

φ 15.88

B
40,200,200

１
TE

CTF-1  冷却水水処理装置：撤去

E

50,200,200

CTF-2  冷却水水処理装置：撤去

50

Ｒ７.６

PBX室

40,50

Ｍ-１９
撤去工事　５階.ＰＨ階平面図（既存）

詳細図（M-20）参照

ＰＨ屋上

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 
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　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士 　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
一級建築士事務所登録
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(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号

Ｒ７.６
１：５０

１：１００

１
CTF

２
CTF

50

：既存配管撤去部分を示す。

：既存機器撤去部分を示す。

40
50

200

200
50

CDS

C
DR

C
DS

CDS

CDR

CDR

E

R

φ 6.35/φ 12.70

CDS

CDR

200

50
200

40

１
CT

１
TE

残置：再使用

BV 200 2

×2冷却水

2

2

FJ 200 (合成ゴム) 2

1

GV32

GV20 1

電動弁20A

FJ 32 (合成ゴム)

給　水

ドレン

GV20 1

1GV50

CT-1,2  冷却塔　×2台

Ｍ-２０

数量サ　イ　ズ

アスベスト含有材（フランジパッキン）撤去参考数量

配管フランジ ２００φ ８

撤去工事　ＰＨ階詳細図（既存）令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 



 1set熱源廻り制御

PMX4

TEW1

BH-1

RB-1

RB－２

中央と通信

TEW1

FM

1

2

PCH-1

PCH-2

PH-1

CHRCHS

PCH-11,12,13

ME1V1 INVDC PdT

1

HCH-2

HCH-1

HCHR-2

HCHR-1

TIC1

1

TED1

TE-1

中央へ外気温度制御

中央より熱源群発停信号

中央より2次ポンプ群発停信号

中央より冷暖切換信号

中央へ積算流量信号

中央へ積算熱量信号

中央へ瞬時熱量信号

中央へ往還温度制御

注）冷温水発生器、温水機と

1

2

　　冷温水一次ポンプの連動及び

＜制御内容＞

１）ＲＢ、ＢＨ台数制御

　・２次側の熱量及び流量により必要台数の熱源機を運転する。

　　冷水時～ＲＢ－１×２台を台数制御

　　温水時～ＲＨ－１及びＲＢ－１×２台を台数制御

　　（ＲＨ－１をベース運転機（固定）として以降台数制御を行う）

２）冷温水２次ポンプ台数制御

　・２次側の流量により必要台数ポンプの運転をする。

　・PCH-11（ベース機固定）

　・故障時スキップ

３）冷温水２次ポンプバイパス弁制御

　・ポンプの吐出圧を一定にする様にバイパス弁の制御を行う。

４）凍結防止制御

　・外気温度が設定温度以下の時PCH-11の運転を行う。

　　（冷温水２次ポンプ停止時の場合のみ）

５）ベースポンプへのINV制御（ベース機固定）

　・吐出圧力が一定になるようにインバータ出力の制御を行います。

　・ポンプが2台以上運転する場合は、可変ポンプと定速ポンプの

　　組合せ運転となる為、ポンプ１台時と2台時のインバータ最小

　　回転数制御時を設定する。　

TW-1

PCD-1,2

CDR CDS

2sets冷却塔廻り制御

ＣＴ－１，２　Ｒ１ＣＰ－１

〈制御内容〉

・冷却塔ファン発停制御

 1set感震制御及び排煙濃度指示

感震器感震器

OIL

煙道

FL

RL

1

SM

OIL

RBBH

2SETS

1 中央へ排煙濃度異常警報

〈制御内容〉

・排煙濃度警報

 1setＰＡＣ廻り制御

FAN

COMP

DX
C

E H

屋外機

R

TM

R

1

SW

H TE1

1

2

TIC2

3MD1

O.A

1

Tr

R.A

S.A

３ＣＰ－２

ＰＡＣ－Ｎ４　１Ｆ　議場　（低層棟）　３ＣＰ－２

〈制御内容〉

・室内温度制御

・室内湿度制御

・ウォーミングアップ制御

・ファンインターロック制御

1 中央へ室内温度計測信号

2 中央より冷暖切換信号

3 中央より送風機発停信号

ＰＡＣ廻り工事

屋外機

PAC PAC

RS

RS：パッケージ付属スイッチ

庁議室

市長室

PBX室

系　統　名
セット数

室内機 RS 室外機 H

ＰＡＣ系統表

階

4

4

1

PAC-N2-3

PAC-N2-2

PAC-N3

記号

副市長室4PAC-N2-1

12 1

2 1

2 1

1 1

撤去

撤去・更新

Ｂ１ＣＰ－１

PMX（２台）

PH2

撤去・更新 撤去・更新

Ｂ１ＣＰ－１

CTF-1,2

撤去・更新 撤去・更新

冷媒工事

パッケージ更新に伴い、ＲＳを撤去・更新する。

3F  302会議室

3F　304会議室

3PAC-N6-2

3F　305会議室

1 1

1 1

1 1

3F　303会議室 2 1

1

1

撤去

PAC-N6-2

PAC-N6-2

PAC-N6-1

3

3

3

　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
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一級建築士事務所登録

長 野 県 知 事 登 録

(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号
酒 井  優

一級建築士 大臣登録第344915号

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士

Ｎ．Ｓ

Ｎ．Ｓ

自動制御設備　撤去・更新図（１）
Ｍ－２１令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事 



2sets空調機制御（１） 2sets空調機制御（２）

C

FAN

CH

PdS

FAN

S.A

Ex.A

O.A

1

H

CHR

CHS

WM
2

TE1

1

3
2

2MV2(AHU-3)

2MV1(AHU-13)

TIC1 R

SW

TM

R

2

R.A

リレー回路
1

4

PMx2

DR

2

1

4

5

3

MD2

Tr

MD1x4

モード

冷／暖房時

ウォーミングアップ時

中間期

1

○

×

×

2

○

×

×

3

×

×

○

4

×

×

○

5

△

○

△

ダンパーモーター作動表

○：全開　×：全閉　△：設定開度

ＡＨＵ－３　　窓口事務室（２）（３）系統　（低層棟）２ＣＰ－３

ＡＨＵ－１３　大会議室系統　　　　　　　　（高層棟）Ｒ１ＣＰ－２

〈制御内容〉

・室内温度制御

・室内湿度制御

・ウォーミングアップ制御

・ファンインターロック制御

　冷房時―MD1,MD2,2MV1  閉止

　暖房時―MD1,MD2  閉止, 2MV1  最小開度（ ）

1 中央へ室内温度計測信号

2 中央へフィルター目詰り警報

3 中央より冷暖切換信号

4 中央より中間期信号

C

FAN

CH

PdS

FAN

S.A

Ex.A

O.A

1

HD

CHR

CHS

WM
2

TED1

1

3
2

2MV1

TIC1 R

SW

TM

R

2

R.A

リレー回路
1

4

PMx2

DR

2

1

4

5

3

MD2

Tr

MD1x4

モード

冷／暖房時

ウォーミングアップ時

中間期

1

○

×

×

2

○

×

×

3

×

×

○

4

×

×

○

5

△

○

△

ダンパーモーター作動表

○：全開　×：全閉　△：設定開度

ＡＨＵ－４　多目的会議室系統　（低層棟）２ＣＰ－２

ＡＨＵ－８　議員会派室系統　　（低層棟）２ＣＰ－３

〈制御内容〉

・還気温度制御

・還気湿度制御

・ウォーミングアップ制御

・ファンインターロック制御

　冷房時―MD1,MD2,2MV1  閉止

　暖房時―MD1,MD2  閉止, 2MV1  最小開度（ ）

1 中央へ室内温度計測信号

2 中央へフィルター目詰り警報

3 中央より冷暖切換信号

4 中央より中間期信号

2sets全熱交換器廻り制御１

ＨＥＸ－１　高層棟用　　　　　（高層棟）Ｒ１ＣＰ－１

ＨＥＸ－２　ＡＨＵ－２，７用　（低層棟）２ＣＰ－４

FAN

FAN

1

DR

PdS

DR

1

PdS

Ex.A

O.A

R.A

S.A

空調機制御（４）、（５）参照

1 中央へフィルター目詰り警報

2 中央より中間期信号

HEX 空調機

AHU-1

AHU-9

AHU-10

AHU-11

AHU-2
HEX-2

AHU-7

AHU-12

HEX-1

HEX系統表

2

 1set全熱交換器廻り制御２ ３ＣＰ－２

ＨＥＸ－３　ＡＨＵ－６用　（低層棟）３ＣＰ－２

FAN

FAN

1

DR

PdS

DR

1

PdS

Ex.A

O.A

R.A

S.A

空調機制御（６）

1 中央へフィルター目詰り警報

2 中央より中間期信号

2

 1set空調機制御（３） ２ＣＰ－４

〈制御内容〉

・室内温度制御

・室内湿度制御

・ウォーミングアップ制御

・ファンインターロック制御

　冷房時―CAV,2MV1  閉止

　暖房時―CAV  閉止, 2MV1  最小開度

6sets空調機制御（４）

ＡＨＵ－２　窓口事務室（１）系統　（低層棟）２ＣＰ－４

C

FAN

CH

PdS

S.A

1

H

CHR

CHS

WM
2

TE1

1

3
2

2MV1

TIC1 R

SW

TM

R

2

DR

Tr

HEXへ（電気工事）

HEXより

HEXへ
R.A

CAV

CAV

1

1

1 中央へ室内温度計測信号

2 中央へフィルター目詰り警報

3 中央より冷暖切換信号

（ ）

〈制御内容〉

・還気温度制御

・還気湿度制御

・ウォーミングアップ制御

・ファンインターロック制御

　冷房時―CAV,2MV1　閉止

　暖房時―CAV  閉止, 2MV1　最小開度

ＡＨＵ－１　市民ホール系統　（高層棟）１ＣＰ－１

ＡＨＵ－７　委員会室系統　　（低層棟）２ＣＰ－４

ＡＨＵ－９　２階事務室系統　（高層棟）２ＣＰ－１

C

FAN

CH

PdS

S.A

1

CHR

CHS

WM
2

1

3
2

TIC1 R

SW

TM

R

2

DR

Tr

HEXへ（電気工事）

HEXより

HEXへ
R.A

CAV

CAV

1

1 中央へ還気温度計測信号

2 中央へフィルター目詰り警報

3 中央より冷暖切換信号

（ ）

ＡＨＵ－１０　３階事務室系統　（高層棟）３ＣＰ－１

ＡＨＵ－１１　４階事務室系統　（高層棟）４ＣＰ－１

ＡＨＵ－１２　５階事務室系統　（高層棟）５ＣＰ－１

1

HDTED1

2MV2(AHU-1)

2MV1(AHU-7,9~12)

AHC-7はR.Aダクトなし

撤去・更新 撤去・更新 撤去・更新

撤去・更新 撤去・更新 撤去・更新

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士
一級建築士事務所登録
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撤去・更新 撤去・更新

 1set空調機制御（５）

ＡＨＵ－６　議場系統　（低層棟）３ＣＰ－２

C

FAN

CH

PdS

S.A

1

CHR

CHS

WM
2

1

3

TIC1 R

SW

TM

R

2

DR

Tr

HEXへ（電気工事）

HEXより

HEXへ
R.A

1 中央へ室内温度計測信号

2 中央へフィルター目詰り警報

3 中央より冷暖切換信号

HDTED1

2MV2

〈制御内容〉

・室内温度制御

・室内湿度制御

・ウォーミングアップ制御

・ファンインターロック制御

　冷房時―MD1,2MV1　閉止

　暖房時―MD1  閉止, 2MV1　最小開度

1

1

MD1

MD1

（ ）

 1set厨房用コイル廻り制御

Tr

ＦＳ－６　１Ｆ　厨房用　３ＣＰ－２

1 中央へフィルタ目詰り警報

C

FAN

H

R.A

HS

HR
PdS

MD1

O.A

1

DR

R

PM

2MV3

TD1

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士
一級建築士事務所登録

一級建築士 大臣登録第344915号長 野 県 知 事 登 録
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酒 井  優
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中央監視盤入出力一覧表ＮＯ．１（撤去・更新） 機器表（更新）・盤系統表

記　号 名　　称 リモート盤取り合い盤

操　作

取合 発停 状態

表　　示

備　  考

計　　測

湿度温度

計量

ｱﾅﾛｸﾞ

煤煙濃度異常警報

冷温水二次側瞬時熱量

冷温水二次側積算熱量

冷温水二次側積算流量

外気温度計測

BH-1

PH-1

ボイラー

温水1次ポンプ

熱源冷暖切替

PCH-1

冷温水１次ポンプNo.2

冷温水１次ポンプNo.1

PCD-2 冷却水ポンプNo.2

CT-2 冷却塔No.２

CT-1 冷却塔No.１

RB-2 冷温水発生器No.2

RB-1 冷温水発生機No.1

熱源機器群発停 B1CP-1

　　〃　

RM-1

状態

故障

発停

状態

遠隔

設定 故障

状態 警報

又は

故障

B1CP-1

PCD-1

PCH-2

冷却水ポンプNo.1

冷温水二次側往還温度計測

機　側　盤

　　〃　　　〃　

　　〃　

BM-1

　　〃　

　　〃　

　　〃　

B1CP-1

機　側　盤

BM-1

B1CP-1

R1CP-1

　　〃　

　　〃　

　　〃　

B1CP-1

R1CP-1

　　〃　

　　〃　

B1CP-1

　　〃　

　　〃　

B1CP-1

　　〃　

B1CP-1

B1CP-1

R1CP-1

　　〃　

　　〃　

　　〃　

B1CP-1

群発停、台数制御

　　　〃

PCD-1と連動

PCD-２　〃

RB-1　　〃

RB-２ 　〃

RB-1　　〃

RB-２ 　〃

群発停、台数制御

BH-1と連動

PAC-4 1階議場系統　　　 　　　　 パッケージ

　　　　　　　　　　　　　 冷暖切替　

　　　　　　　　　　　　　 室内温度計測

機　側　盤

３CP-2

３CP-2

　　〃　

　　〃　 　　〃　

PCH-13

PCH-12 冷温水2次ポンプNo.2

冷温水2次ポンプNo.3

冷温水2次ポンプ群発停

PCH-11 冷温水2次ポンプNo.1

B1CP-1

BM-1

　　〃　

　　〃　

　　〃　

B1CP-1

　　〃　

　　〃　

群発停、台数制御

　　　〃

　　　〃

名　　　称記　号

自動制御機器表（更新）

備　　　考

T1 ルームサーモスタット TY9000Z2

支持金具付

T2 ルームサーモスタット T631C

TD1 挿入形サーモスタット TY9800Z7

TW1 挿入形サーモスタット TY6801Z

H ルームヒューミディスタット HY6000Z

HD ヒューミディスタット HYY-DIS_C1070

TE1 室内形温度検出器 TY7043Z

TED1 挿入形温度検出器 TY7803Z

TEW1 挿入形温度検出器 TY7830B

PdS 差圧スイッチ PYY-604

PdT1 差圧伝送器 JTD

TIC1 温度指示調節計 R36

TIC2 温度指示調節計 R36

PIC 圧力指示調節計 R36

SW 切換スイッチ

Tr トランス

PU1/DC 直流電源 RYY792D

SM 煤煙濃度指示計 S4000

MD1 ダンパーモーター MY6050A

MD2 ダンパーモーター MY9050A

2MV1 電動２方弁 MY3000F/Q455C/V5063A

2MV3 電動２方弁 MY9000E/Q455C/V5063A

FM 電磁流量計 MGG

保護管付

補助出力付

投げ・受光器付

二方弁本体は残留

二方弁本体は残留

200A

自動制御盤内取付機器

ＡＣ１００Ｖ　or　２００V電源

電気信号ライン

凡例

盤　名　称 Ｗ

参考寸法（ｍｍ）

Ｈ Ｄ 備　考系　統　名

B1CP-1 熱源廻り制御、排煙濃度監視 1800 2150 400

オイルタンク廻り制御、外気温度計測

1CP-1 ＡＨＵ－１ 700 1400 250

2CP-1 ＡＨＵ－９、ＦＣＵ制御（２Ｆ高層棟） 700 1400 250

2CP-2 ＡＨＵ－４ 700 2150 350

2CP-3 ＡＨＵ－３，８、ＦＣＵ制御（１，２Ｆ西側） 1400 2150 350

2CP-4 ＡＨＵ－２，７、ＨＥＸ－２、ＦＣＵ制御（２Ｆ東側用） 1400 1950 350

3CP-1 ＡＨＵ－１０、ＦＣＵ制御（３Ｆ高層棟） 700 1400 250

3CP-2 ＡＨＵ－６、ＨＥＸ－３、ＦＳ－６、ＰＡＣ－４制御 700 2150 350

4CP-1 ＡＨＵ－１１、ＦＣＵ制御（４Ｆ高層棟） 700 1400 250

5CP-1 ＡＨＵ－１２、ＦＣＵ制御（５Ｆ高層棟） 700 1600 250

R1CP-1 ＨＥＸ－１、ＣＴ－１，２ 1400 1500 350

R1CP-2 ＡＨＵ－１３ 700 2150 350

AT72-J1

ME1V1 二方弁（高差圧） VY5113 (SCS13)65A

自動制御盤系統表

盤内機器更新

盤内機器更新

盤内機器更新

盤内機器更新

盤更新機器はトランス・リレーも更新の事

設備機器撤去・更新に伴い、監視点の再構築を行う。（　　更新　　撤去）

×2

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士
一級建築士事務所登録

一級建築士 大臣登録第344915号長 野 県 知 事 登 録

(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号
酒 井  優

　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
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２階　仮設計画図

小 ：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。大
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３階　仮設計画図

小 ：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。大
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４階　仮設計画図

中中中中中 中

Ａ-０６

中 中

令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事

中中中

中中中中中中中

小 ：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。大

中
（暖房出力 10.0kW程度）

（暖房出力 18.5kW程度）

（暖房出力 3.2kW程度）
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５階　仮設計画図

小：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。

：仮設暖房器具位置を示す。大

中
（暖房出力 10.0kW程度）

（暖房出力 18.5kW程度）

（暖房出力 3.2kW程度）

大大中
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小

小

小 小 小小中

Ａ-０７令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事
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10 201

１ヶ月目

10 201 10 201 10 201 10 201 10 201 10 201 10 201 10 201 10 201 10 201 10 201

２ヶ月目 ３ヶ月目 ４ヶ月目 ５ヶ月目 ６ヶ月目 ７ヶ月目 ８ヶ月目 ９ヶ月目 １０ヶ月目 １１ヶ月目 １２ヶ月目

本庁舎空調設備改修工事　概略工事工程表

熱源設備更新

事前調査等

エアコン更新及び新設

地階　機械室

３階

４階

５階・Ｒ階

冷房期間冷房期間

事前調査

承認図 承認 発注 機器製作　約５ヶ月

設置

機器製作　約３ヶ月

撤去

承認図 承認 発注

　図面を作成した建築士 　図面を作成した建築士 　凡例　備考 　工事名称 　図面名称  SCALE  年 月 日  Ｎｏ．
一級建築士事務所登録

 [Ａ１]・ 
一級建築士 大臣登録第344915号長 野 県 知 事 登 録

酒 井  優  [Ａ３]・ 
Print out：25･07･10CAD FILE No.A-08_概略工程表

〒３９６－００２６　長野県伊那市西町５８６３番地１／TEL ０２６５（７２）７２７１

１：２００

１：４００(伊那)Ｍ第７Ｙ０５１号
Ａ－０８

概略工程表
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査
等

検査

完成書類

電
気
設
備
工
事

３階

４階

５階・Ｒ階

建
築
工
事

コンクリート基礎工事

天井解体・復旧工事

足場工事

地階 機械室 扉
扉 取外し

３階 天井解体・復旧

扉 取付

完了検査・手直し

社内検査

書類作成

コンクリート基礎

地階

地階キュービクル更新
機器製作承認図 承認 発注

機器製作承認図 承認 発注 ＲＭ－２盤改修

＜１日＞

停電工事ＲＭ－２盤幹線通線工事

１０月 １１月 １２月 ２月１月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

暖房期間

Ｒ７.６令和７年度 本庁舎空調設備改修機械設備工事

機器設置・配管・配線・復旧

試運転調整

試運転調整

試運転調整

臭化リチウム抜き取り･冷温水機撤去・配管撤去

機器設置・配管・配線・復旧既存ＣＴ撤去・配管撤去

試運転調整

試運転調整

機器設置・配管・配線・復旧

機器設置・配管・配線・復旧

機器設置・配管・配線・復旧

既存機器撤去

既存機器撤去

既存機器撤去

（作業可能日調整）

（作業可能日調整）

既存配線取外し 配線・復旧

停電工事

＜１日＞

配管・配線工事

既存配線取外し 配線・復旧


